
●関連する検査データーをチェックしましょう。
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※HbA１ｃ値は国際標準化に伴いNGSP値で表記

高インスリン状態は何を引き起こすのでしょうか　

　　　                                　内　　皮　　細　　胞　　が　　傷　　つ　　く　　　　⇒血小板が集まって修理

②糖の消費場所 ③余った糖・脂肪の貯蔵庫
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①糖の貯蔵庫

高血糖 高脂血高血圧 高尿酸

インスリン不足

中性脂肪増加

小粒子LDL増加

高インスリン状態

交感神経
の活性化
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心拍出量
増加

腎臓

塩の
排泄抑制

水分
（血液量）

増加

食べ過ぎ
飲み過ぎ

LDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ
増加尿酸の結晶化血流による圧力血栓形成

酸化ストレス

脂肪の合成
分泌促進

肝臓

膵 臓
（インスリン工場）

６０歳を過ぎると
分泌能力は
２/３に減【老化】

インスリン抵抗性

長く続くと・・・

HDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ
低下

傷つた部分からＬＤＬが入り込む

尿酸
排泄抑制

血
管

膵臓の
疲弊

インスリンが十分出ている
にもかかわらず、効率的に
働くことができずどんどん
無駄遣いをしてしまう

★インスリンは、血糖値を下げるホルモンとして知られています。
★食べ物が体の中に入ると血糖値が上がります。血糖値が上がると、膵臓からインスリンが分泌され、

血液中にある糖を①肝臓に取り込んだり、②筋肉で使ったり、③余った糖を脂肪の細胞にしまったり
して血糖値を下げます。

★肥満や運動不足などがあると、インスリンの効きが悪くなり（インスリン抵抗性）、血糖値をさげるため
に、たくさんのインスリンが分泌されます。

食べ物が入る→
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